
有機合成用 

還元剤

不均一系接触還元触媒 

均一系接触還元触媒 

不斉水素化用キラル配位子 

水素化ホウ素試薬 

水素化アルミニウム試薬 

その他 



2

略語一覧

Bn ベンジル

BOC tert-ブトキシカルボニル

Bz ベンゾイル

Cbz ベンジルオキシカルボニル

cod シクロオクタジエン

Cy シクロへキシル

DMF N, N-ジメチルホルムアミド

DMSO ジメチルスルホキシド

Fmoc 9-フルオレニルメチルオキシカルボニル

IPA 2-プロパノール

KHMDS カリウムビス(トリメチルシリル)アミド

MOM メトキシメチル

NAP 2-ナフチルメチル

nbd ノルボルナジエン

Piv ピバロイル

PMB p-メトキシベンジル

py ピリジン

TBDPS tert-ブチルジフェニルシリル

TBS tert-ブチルジメチルシリル

TBSOTf tert-ブチルジメチルシリルトリフルオロメタンスルホナート

TES トリエチルシリル

THF テトラヒドロフラン

TIPS トリイソプロピルシリル

TMPTA トリメチロールプロパントリアクリレート

Ts p-トルエンスルホニル
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不均一系接触還元触媒

不斉水素化用キラル配位子

均一系接触還元触媒

汎用的な接触還元触媒

アルキン→アルケンへの部分水素化反応

官能基選択的な接触還元触媒

N.E. CHEMCATブランドの貴金属担持触媒

不斉反応用配位子キット

汎用的な接触還元触媒
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不均一系接触還元触媒

[a] Tsuna, K., Noguchi, N. and Nakada, M. : Angew. Chem. Int. Ed., 50, 9452 （2011）.

［参考文献］

反応例 [a]

汎用的な接触還元触媒

●Pd/C （パラジウム-炭素）
表面積の大きい活性炭に担持されたパラジウム触媒です。還元触媒として汎用的に使用されており、工業
的にも幅広く用いられています。

また、Pd/Cを含め多数の金属担持触媒を取り扱うN.E. CHEMCATブランドも取り扱っています。ロッ
ト管理によりロットごとの反応性が安定していることと、小包装製品を新たにラインアップしミリグ
ラム～グラムレベルの検討が多い研究開発分野でより使い易くなっています（p.12 ）。

●Raney-Ni （ラネーニッケル触媒）
水素接触還元反応で汎用的に使用されます。ニッケルとアルミニウムの合金粉末で空気中で安定です。こ
のままでは触媒として用いられないため、アルカリ溶液でアルミニウムを溶かした後に使用します。活性
化後は反応性が強く空気中で発火する恐れがあるため、一般的には水中で保存します。

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

187-00022
ラネーニッケル, 約50% 化学用

25g 2,300

181-00025 500g 8,350

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

161-15273

パラジウム-活性炭素 （Pd 10%） 和光一級

5g 13,500

163-15272 25g 48,100

165-15271 100g

d. r. = 41：1

Yield：82%

反 応 精 製

olefi n （S.M.）
Raney Ni
MeOH : THF
rt, Ar 

acetone

1 h

Celite

fi ltration columnH2

B5_sogai0318進行中.indd 4 2015/03/18 10:46
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[a] Neuhaus, C. M., Liniger, M., Stieger, M. and Altmann, K. H. : Angew. Chem. Int. Ed. 52, 5866 （2013）.

[a] Voorhees, V. and Adams, R. : J. Am. Chem. Soc., 44, 1397 （1922）.
[b] Trost, B. M., Joshua, D., Sieber, J. D., Qian, W., Dhawan, R. and Ball, Z. T. : Angew. Chem. Int. Ed., 48, 5478 （2009）.

［参考文献］

［参考文献］

反応例 [b]

反応例 [a]

●Adams'触媒[a]

・ アルキン・アルケンの水素還元を行います。アルケンへの水素化は
syn選択的に付加します。

●Pearlman触媒
・ 活性が高くオレフィンの水素還元と共に、ベンジル基の脱保護にも汎用的
に使用されます。

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

167-24261
水酸化パラジウム-活性炭素 （Pd 20%）（約50%含水） 有機合成用

5g 27,000

165-24262 25g 115,500

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

169-08341 酸化白金（IV） ー 1g 20,000

PtO2

Pd（OH）2/C

9 bar

Yield：92%

Yield：98%

反 応

反 応

精 製

精 製

alkyne （S.M.）
EtOAc

Ar

substrate
Pearlman’s cat.
EtOAc

Celite, Et2O

fi ltration

Celite

fi ltration

column

Adams’ cat.
then

Celite, Et2O

H2（1 atm）

rapidly stirred 1h

H2（9 bar）

rt, 23 h

column

purifi cation

B5_sogai0318進行中.indd 5 2015/03/18 10:46
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[a] Lindlar, H. : Helv. Chim. Acta, 35, 446 （1952）.
[b] Zhou, X., Xiao ,T., Iwama, Y. and Qin ,Y. : Angew. Chem. Int. Ed., 51, 4909 （2012）.

［参考文献］

反応例 [b]

●Lindlar触媒[a]

・アルキン→アルケンへの選択的な水素還元が可能です。
・パラジウムを鉛で被毒させて活性を落とし反応性を制御しています。
・内部アルキンにおいて、高いcis選択性で水素化が進行します。

●Pd/PEI （Pd-ポリエチレンイミン担持触媒）
・ アミンを多く含むポリエチレンイミンポリマ－でパラジウムを固定し、パラジウムの活性を抑えた触媒です。
・アルキンからアルケンへの部分水素化反応を高選択的に行う事が可能です。

Sajiki, H., Mori, S., Ohkubo, T., Iwata, A., Kume, A., Maegawa, T. and Monguchi, Y. : Chem. Eur. J., 14, 5109 （2008）.

［参考文献］

コードNo. 品　名 メーカー 容　量 希望納入価格（円）

46-2020 Palladium, 5% on calcium carbonate, lead-poisoned
(Lindlar触媒) 

Strem 
Chemicals, Inc.

10g 68,900

50g 274,700

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

161-22221
パラジウム-ポリエチレンイミン 【Pd/PEI】 有機合成用

1g 10,300

167-22223 5g 42,900

アルキン→アルケンへの部分水素化反応

Pd/CaCO3
＋

Pb（OAc）2

Yield：95%

反 応

反 応

精 製

精 製

alkyne
Lindlar cat.
quinoline, EtOH
25 ℃

substrate
Pd/PEI catalyst
solvent （MeOH etc. ）
rt, 24 h

H2（1 atm）

10 h

column

purifi cation

Celite

fi ltration

Et2O
H2O

partition

brine

wash

MgSO4

dry vacuum

B5_sogai0318進行中.indd 6 2015/03/18 10:46
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[a] 金田清臣: 和光純薬時報, 80 （3）, 7, （2012）.
[b] Takahashi, Y., Hashimoto, N., Hara ,T., Shimazu, S., Mitsudome, T., Mizugaki, T., Jitsukawa, K. and
Kaneda, K. : Chem.Lett., 40, 405 （2011）.

［参考文献］

反応例 [a]

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

195-16531
シリカ固定化パラジウム（0）ナノ粒子触媒 有機合成用

1g 12,100

191-16533 5g 42,900

●シリカ固定化パラジウム（0） ナノ粒子触媒
・シリカ表面上にパラジウムナノ粒子を固定化した触媒です。
・アルキン→アルケンへの選択的な水素還元が可能です。
・触媒量のDMSOを添加することで反応性を制御できます。
・触媒の回収・再利用が可能です。

Pd/SiO2

反 応 精 製

Pd/SiO2
DMSO
n‐hexane, H2

30 ℃,1 h

Pd/SiO2 （reusable）

alkyne（S.M.）

1‐6 h fi ltration evaporation column

Time
h

Conv. Selectivity

B5_sogai0318進行中.indd 7 2015/03/18 10:46
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●選択的還元触媒シリーズ
・ 水素との接触還元反応に用いられます。パラジウムに配位させた触媒毒により反応性を制御し、
官能基を選択的に還元します。
・反応後はろ過で簡単に触媒を除去できます。

触媒のラインアップ
■[Pd/C(en)] パラジウム炭素-エチレンジアミン複合体

1）通常のPd/Cに見られるような発火性を示さず、安定して長期保存が可能。
■[Pd/Fib] パラジウム-フィブロイン

1）絹フィブロインに約2.5%のPdを担持。
2）Pd/C(en)よりさらに水素還元反応に不安定な官能基の分解を抑制することが可能。

■[Pd/PEI] パラジウム-ポリエチレンイミン（p.６を参照）
1）アルキンからアルケンへの選択的部分水素化が可能。

■オスミウム-活性炭素(Os/C)
1）芳香族ニトロ化合物において、ニトロ基の選択的な還元が可能。 
2）発火性が少ない。
3）還元性オスミウムのため昇華性、毒性が少ない。

反応名

シ
リ
ル
基
の
脱
保
護

脱
ベ
ン
ジ
ル
保
護

エ
ポ
キ
シ
ド
の
水
素
化

ア
ル
キ
ル-N

-C
bz

基
の
脱
保
護

ベ
ン
ジ
ル
エ
ス
テ
ル
の
水
素
化

安
息
香
酸
エ
ス
テ
ル
の
水
素
化

芳
香
族-N

-C
bz

の
脱
保
護

芳
香
族
ハ
ロ
ゲ
ン
の
水
素
化

芳
香
族
ニ
ト
ロ
化
合
物
の
水
素
化

オ
レ
フ
ィ
ン
の
水
素
化

ア
ジ
ド
の
水
素
化

ア
ル
キ
ン
の
水
素
化

反応別推奨触媒

Pd/C ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Pd/C(en) ● ● ● ● ● ● ● ●

Pd/Fib ● ● ● ●

Pd/PEI ●

alkyne.

官能基選択的な接触還元触媒

B5_sogai0318進行中.indd 9 2015/03/18 10:46
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反応例

●[Pd/C(en)] パラジウム炭素-エチレンジアミン複合体[a]

・通常のPd/Cに見られるような発火性を示さず、安定して長期保存が可能です。
・ 保護基である脂肪族及び芳香族ベンジルエーテル、脂肪族アミンのN‐Cbz基、アルコールの
  O‐TBDMS基等の還元を選択的に抑制できます。
・ 上記、保護基を保持したまま、アセチレン、オレフィン、ベンジルエステル、芳香族ハロゲン、アジド基、
ニトロ基の選択的還元が可能です。

［ベンジルエーテル基存在下、オレフィンの還元］［b］

［Cbz基存在下、オレフィンの還元］［b］

［エポキシド存在下、ニトロ基の還元］［d］

[a] 佐治木弘尚, 廣田耕作: 有機合成化学協会誌, 59, 109, (2001).
[b] Sajiki, H., Hattori, K. and Hirota, K. : J. Org. Chem., 63, 7990 (1998).
[c] Hattori, K., Sajiki, H. and Hirota, K. : Tetrahedron Lett., 41, 5711 (2000).
[d] Sajiki, H., Hattori, K. and Hirota, K. : Chem. Eur. J., 6, 2200 (2000).

［参考文献］

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

163-21441
パラジウム-活性炭素エチレンジアミン複合体 (Pd 3.5～6.5%)
【Pd/C(en)】 有機合成用

1g 4,500

169-21443 5g 20,000

161-21442 25g 66,000

Yield : 91%

反 応 精 製

olefi n(S.M.)
5% Pd/C(en)
MeOH

rt

H2(1 atm)

24 h evaporation columnfi ltration

B5_sogai0318進行中.indd 10 2015/03/18 10:46
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反応例

●[Pd/Fib] パラジウム-フィブロイン［a］,［b］

・絹フィブロインに約2.5%のPdが担持されており、Pd/C(en)よりさらに還元能が低いです。
・ 保護基であるベンジルエステル、芳香族N-Cbzやケトン、アルデヒド、ハロゲン等の還元を選択的に
抑制できます。
・上記、官能基を保持したまま、オレフィン、アセチレン、アジド及びニトロ基の選択的還元が可能です。

［芳香族N‐Cbz基存在下、オレフィンの還元］［d］,［e］

［アルデヒド存在下、オレフィンの還元］［c］,［e］

［ケトン存在下、オレフィンの還元］［c］,［e］

[a]井川貴詞, 佐冶木弘尚, 廣田耕作: 有機合成化学協会誌, 63, 1218 (2005).
[b]佐冶木弘尚: 和光純薬時報, 74, 2 (2006).
[c] Sajiki, H., Ikawa, T., Yamada, H., Tsubouchi, K. and Hirota, K. : Tetrahedron Lett., 44, 171 (2003).
[d] Sajiki, H., Ikawa, T. and Hirota, K. : Tetrahedron Lett., 44, 8437 (2003).
[e] Ikawa, T., Sajiki, H. and Hirota, K. : Tetrahedron, 61, 2217 (2005).

［参考文献］

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

167-22181
パラジウム-フィブロイン【Pd/Fib】 有機合成用

1g 7,250

163-22183 5g 22,400

反 応 精 製

olefi n(S.M.)
2.5% Pd/Fib
solvent

rt

H2

several hours evaporation columnfi ltration

B5_sogai0318進行中.indd 11 2015/03/18 10:46
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反応例 [c]

●オスミウム-活性炭素(Os/C)
・芳香族ニトロ化合物において、ニトロ基の選択的な還元が可能です[a]。
・Pd/Cより発火性が低いです。
・還元性オスミウムのため昇華性、毒性が低いです。

[a] 吉田雄一: 和光純薬時報, 77 (3), 15, (2009).
[b] Organic Square, 27, 7, (2009).
[c] 和光純薬工業株式会社, 金属触媒担持炭素によるニトロ基の選択的還元方法, 特願2009‐540074, (2011)

［参考文献］

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

151-02881
オスミウム-活性炭素【Os/C】 有機合成用

1g 6,550

157-02883 5g 18,300
F

図 .  還元性官能基とOs/C の反応性 [b]

alkyne

反 応 精 製

Ar‐NO2(S.M.)
Os/C, MeOH,
H2NNH2・H2O

60 ℃, 4 - 5 h

sat. NaCl aq.

wash evaporation

EtOAc

fi ltration

B5_sogai0318進行中.indd 12 2015/03/18 10:46
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●さまざまな反応性の水素還元触媒をラインアップしています。
●発火性の少ない含水タイプです。
●小容量の試薬包装からバルクまで対応できます。
● 同種の金属担持触媒のロット管理により、ラボレベルからプロセスまで再現性を
維持できます。
● 5g, 25g,100g包装は、通常在庫品のため短い納期でお届けできます。

特　長

品名例

金属種 担体種 金属含量*

＊データ ：N.E. CHEMCAT 社カタログ

反応名

オ
レ
フ
ィ
ン
の
水
素
化

ア
セ
チ
レ
ン
の
水
素
化

ア
ル
デ
ヒ
ド
・
ケ
ト
ン
の
水
素
化

還
元
ア
ル
キ
ル
化
・
ア
ミ
ノ
化

ニ
ト
リ
ル
の
水
素
化

ニ
ト
ロ
の
水
素
化

芳
香
環
の
水
素
化

ヘ
テ
ロ
環
の
水
素
化

ア
ニ
リ
ン
・
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
水
素
化

水
素
化
分
解

脱
ベ
ン
ジ
ル

脱
水
素

水
素
化
脱
ハ
ロ
ゲ
ン

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

選
択
酸
化

ヒ
ド
ロ
シ
リ
ル
化

そ
の
他

反応別推奨触媒

Pd/C, type STD （Pd 5%）（wetted with water） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Pd/C, type K （Pd 5%）（wetted with water） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Pd/C, type NX （Pd 5%）（wetted with water） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Pd/C, type E （Pd 5%）（wetted with water） ● ● ● ● ●

Pd/C, type PE （Pd 10%）（wetted with water） ● ● ● ●

Pd/C, type NX （Pd 10%）（wetted with water） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Pd/C, type UR （Pd 20%）（wetted with water） ● ● ● ● ●

Pd/C, type NX （Pd 20%）（wetted with water） ● ● ● ● ● ● ● ●

ASCA-2 （wetted with water） ● ● ● ●

Pt/C, type STD （Pt 3%）（wetted with water） ● ●

Ru/C, type A （Ru 5%）（wetted with water） ● ● ● ●

Ru/C, type B （Ru 5%）（wetted with water） ● ● ●

Pd/C, type STD （Pd 5%）（wetted with water）

N.E. CHEMCATブランドの貴金属担持触媒

B5_sogai0318進行中.indd 13 2015/03/18 10:46
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●一般的な水素化におけるPd/Cの選択

通常はtype STDを推奨しています。しかし水が生成する反応（ニトロ基の還元など）で非水溶媒を使
用すると水‐溶媒相の界面に担体が集まり、触媒が分散せず反応が進みにくくなることがあリます。
その場合はtype STDやtype Kに代えてtype NXやtype PEを利用すると、反応の進行と選択性が
向上することもあります。反応が進みにくい場合は触媒の量を増やすのも一つの手段です。
しかし、ろ過工程での制限や活性炭への基質/目的物の吸着を無視できない場合は以下の2つのいずれ
かの方法で問題を解決できることがあります。

①Pd含有率が高い触媒を使う ②type PE, type Eを用いる
②の場合は、他の触媒と比べPdが担体の表面に豊富に担持されているため反応性が高まる傾向にあり
ます。その一方で未還元のPdが存在するため水素化の反応時間が長くなる場合があります。可能であ
れば、基質投入の前に水素を充填し攪拌させてください。

●アルケンの水素化

通常はPd/CやPt/Cが使用されます。また、ハロゲンが存在していて脱ハロゲンを抑制したい場合は、 
Pt/Cが適しています。ケトン基が存在していてこれを残したい場合はPd/Cが適しています。

●脱保護

脱Bn保護にはASCA‐2が適しています（Pd/Cに比べて水素化分解活性が高い）。
脱Fmoc, Cbzには5% Pd/C type Kや10% Pd/C type NXが適しています。

●芳香環の還元による脂環の生成

芳香環の水素化にはPd/C, Pt/C, Ru/Cが用いられます（Pd/CとRu/Cは一般的にやや高圧が必要
なことが多い）。Ru/Cは特に水系溶媒に適していて水素化分解を避けたいときにも用いられます。
複素環の水素化にはRu/C type Bの方が良い場合があります。

●ケトンの水素化

芳香族ケトンを芳香族アルコールにする場合は、Pd/Cが適しています。
脂肪族ケトンの水素化による2級アルコｰルの合成には、Pt/C、Ru/Cが適しています。
Ru/Cは塩基性または中性での水系溶媒に適していますが、一般的には高圧が必要です。

B5_sogai0318進行中.indd 14 2015/03/18 10:46
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コードNo. 品　名 規　格 含水率 容　量 希望納入価格（円）

164-26971

Pd/C, type STD （Pd 5%）（含水） 有機合成用 約55%

5g 6,700

162-26972 25g 29,400

160-26973 100g 66,000

168-26991

Pd/C, type K （Pd 5%）（含水） 有機合成用 約55%

5g 9,350

166-26992 25g 33,000

164-26993 100g 78,100

165-27001

Pd/C, type NX （Pd 5%）（含水） 有機合成用 約50%

5g 7,700

163-27002 25g 27,500

161-27003 100g 77,000

163-27281

Pd/C, type E （Pd 5%）（含水） 有機合成用 約55%

5g 4,950

161-27282 25g 15,400

169-27283 100g 49,500

163-27041

Pd/C, type PE （Pd 10%）（含水） 有機合成用 約55%

5g 11,000

161-27042 25g 40,700

169-27043 100g

162-27011

Pd/C, type NX （Pd 10%）（含水） 有機合成用 約50%

5g 11,000

160-27012 25g 35,000

168-27013 100g

167-27061

Pd/C, type UR （Pd 20%）（含水） 有機合成用 約50%

5g 10,500

165-27062 25g 33,800

163-27063 100g 121,000

169-27021

Pd/C, type NX （Pd 20%）（含水） 有機合成用 約50%

5g 14,700

167-27022 25g 59,000

165-27023 100g

014-26021
ASCA-2 （含水） 有機合成用 約50%

5g 6,200

55,800010-26023 100g

166-27031
Pt/C, type STD （Pt 3%）（含水） 有機合成用 約55%

5g 5,500

164-27032 25g 16,800

181-03141

Ru/C, type A （Ru 5%）（含水） 有機合成用 約50%

5g 5,200

189-03142 25g 13,600

187-03143 100g 46,800

188-03151

Ru/C, type B （Ru 5%）（含水） 有機合成用 約50%

5g 3,950

186-03152 25g 10,300

184-03153 100g 30,300

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

Ref

N.E CHEMCATブランド製品
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均一系接触還元触媒

[a] Carlsen, P. N., Mann, T. J., Hoveyda, A. H. and Frontier, A. J. : Angew. Chem. Int. Ed. 53, 9334（2014）.

［参考文献］

反応例 [a]

●Wilkinson 触媒
オレフィンの接触還元反応に使用されます。
・ 嵩高いオレフィンに反応が進行しにくいので、分子内に複数のオレ
フィンを有する基質で、立体的に空いているオレフィンを還元した
い場合に有効です。
・カルボニル基やニトロ基は還元されません（アルデヒドは除く）。

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

034-14271
クロロトリス（トリフェニルホスフィン）ロジウム（Ⅰ）【Wilkinson 触媒】 和光一級

1g 44,000

030-14273 5g
Ref

Yield：92%

反 応 精 製

olefi n （S.M.）
Rh（PPh）3Cl
toluene

displaced to H2
then

stirring over night

concentrated
under reduced
pressure

column
purifi cation

汎用的な接触還元触媒

B5_sogai0318進行中.indd 16 2015/03/18 10:46
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[a] 1） Crabtree, R. H. and Davis, M. W. : J. Org. Chem., 51, 2655 （1986）.
2） Verendel, J. J., Pàmies, O., Diéguez, M. and Andersson, P. G. : Chem. Rev. 114, 2130 （2014）.

[b] Hong, A. Y. and Stoltz, B. M. : Angew. Chem. Int. Ed., 51, 9674 （2012）.

［参考文献］

反応例 [b]

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

034-23201 ヘキサフルオロりん酸（1,5-シクロオクタジエン）（ピリジン）
（トリシクロヘキシルホスフィン）イリジウム（I）
【Crabtree 触媒】

有機合成用
100mg 12,100

030-23203 500mg 40,700

Yield：92%

反 応 精 製

allylic alcohol （S.M.）
Crabtree’s cat.
CH2Cl2, H2（1 atm）

23 ℃, 27 h column

Et2O

silica fi ltration

●Crabtree 触媒[a]

・ Wilkinson触媒と比べ反応性、選択性が高い接触還元触媒です。
・ アルケンの水素化反応において、アルコ－ルやアミドなどの官能基
の配位による立体制御が可能です。
・ 反応性の低い4置換アルケンの還元にも適しています。

PF6
-

B5_sogai0318進行中.indd 17 2015/03/18 10:46
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不斉水素化用キラル配位子

●BINAP-金属触媒、BINAP/SEGPHOS®リガンドキット
不斉水素化反応を含め、貴金属触媒を用いた不斉反応用の配位子は数多くありますが、反応性や選択性は
反応基質との相性にも大きく左右されます。そこでBINAP, SEGPHOS®関連の配位子を揃え、最も適し
た配位子を探索するためのスクリーニング用キットを取扱いしています。

コードNo. 品　名 メーカー 容　量 希望納入価格（円）

96-6900 Takasago SEGPHOS® Ligand Kit Strem Chemicals, Inc. 250mg, 
6 Ligand 112,300

96-6950 Takasago BINAP Ligand Kit Strem Chemicals, Inc. 250mg, 
6 Ligand

84,100

不斉反応用配位子キット

B5_sogai0318進行中.indd 18 2015/03/18 10:46

Ref

コードNo. 品　名 メーカー 容　量 希望納入価格（円）

328-91701
(R)-(+)-2,2'-ビス(ジフェニルホスフィノ)-1,1'-ビナフチル ワコ〡ケミカル

1g 7,900

324-91703 26,4005g 

325-91711
(S)-(-)-2,2'-ビス(ジフェニルホスフィノ)-1,1'-ビナフチル ワコ〡ケミカル

1g 7,900

321-91713 26,4005g 
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水素化ホウ素試薬

反応早見表

還元剤 アルデヒド ケトン エステル アミド カルボン酸

LiBH4 ● ● ● × ×
NaBH4 ● ● △ × ×
NaBH3CN △ △ × × ×
LiBHEt3 ● ● ● ● ●
LiAlH4 ● ● ● ● ●
DIBAL ● ● ● ● ×
Sodium Bis（2-methoxyethoxy） 
aluminium Hydride ● ● ● ● ●

水素化アルミニウム試薬

水素化ホウ素リチウム（LiBH4）　水素化ホウ素ナトリウム（NaBH4）　『Luche還元』

水素化シアノホウ素ナトリウム（NaBH3CN）

水素化トリエチルホウ素リチウム（LiBHEt3）

ボラン還元『Corey-Bakshi-Shibata還元』

水素化アルミニウムリチウム（LAH）

水素化ジイソブチルアルミニウム（DIBAL）

水素化ビス（2-メトキシエトキシ）アルミニウムナトリウム（Red-Al）

B5_sogai0318進行中.indd 22 2015/03/18 10:46
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コードNo. 品　名 規格/メーカー 容　量 希望納入価格（円）

514-62111 水素化ほう素リチウム  Strem 
Chemicals, Inc. 5g 32,400

194-01471

テトラヒドロほう酸ナトリウム 化学用

5g 3,200

192-01472 25g 3,650

196-01475 500g 16,900

198-11462
テトラヒドロほう酸ナトリウム, 粒状 和光一級

25g 5,650

192-11465 500g 18,900

191-11452
テトラヒドロほう酸ナトリウム, 粉末 和光一級

25g 4,050

195-11455 500g 18,400

反応例［a］,［b］

[a] Matsui, R., Seto, K., Sato, Y., Suzuki, T., Nakazaki, A. and Kobayashi, S. : Angew. Chem. Int. Ed., 50, 680 （2011）.
[b] Sakai, T., Asano, H., Furukawa, K., Oshima, R. and Mori, Y. : Org. Lett., 16, 2268 （2014）.

［参考文献］

■ 特 長
・ 一般的に、アルデヒド、ケトンを容易に対応するアルコールに還元します。
・LiBH4の還元力は、LiAlH4とNaBH4の中間です。

水素化ホウ素リチウム、水素化ホウ素ナトリウム

水素化ホウ素試薬

LiBH4
NaBH4

危

危

危

危

Yield：96%

反 応 精 製

ketone
CH2Cl2
MeOH

‐80 ℃

NaBH4

0.5 h

EtOAc

extraction

brine

wash dry

column

purifi cation

NH4Cl aq.

quenching

B5_sogai0318進行中.indd 23 2015/03/18 10:46
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反応例［a］

[a] Starif, E. U., Wang, H. L., Akhmedov, N. G. and O’Doherty, G. : Org. Lett., 16, 492 （2014）.
[b] Luche, J. L. : J. Am. Chem. Soc., 100, 2226 （1978）.
[c] Gemal, A. L. and Luche, J. L. : J. Am. Chem.Soc., 103, 5454 （1981）.

［参考文献］

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

035-01832 塩化セリウム（Ⅲ）七水和物 ー 25g 2,900

■ 特 長
・ エノンに対して、NaBH4およびCeCl3を用いると1,2-還元が選択的に進行
します。
・ アルデヒドおよびケトンを有する基質においては、ケトンの還元のみ進行しま
す。

Luche 還元

NaBH4
CeCl3

Yield：98%

反 応 精 製

enone
CH2Cl2
‐78 ℃

CeCl3・MeOH

10 min

NaBH4

2 h

CH2Cl2

extraction

brine

wash

Na2SO4

dry

column

purifi cation

sat. NaHCO3 aq.

quenching

B5_sogai0318進行中.indd 24 2015/03/18 10:46
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コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

191-11991
シアノトリヒドロほう酸ナトリウム ー

10g 8,600

197-11993 50g 25,900危毒 -Ⅱ

[a] Sasaki, Y., Kato, D. and Boger, D. : J. Am. Chem. Soc., 132, 13533 （2010）.
[b] Goff, R. D. and Thorson, J. S. : Org. Lett., 11, 461 （2009）.

［参考文献］

反応例［a］,［b］

■ 特 長
・ 酸性条件下で使用できます。
・ 酸性条件下でカルボニル化合物とアミンから生成するイミニウムカチオンを
NaBH3CNで還元することによって対応するアミンが得られます（還元的ア
ミノ化反応）。

水素化シアノホウ素ナトリウム

NaBH3CN

Yield：99%

反 応 精 製

ketone
MeOH

rt

ammonium acetate
NaBH3ＣＮ

rt, 48 h

MeOH
removed

in vacuo

deionized
water
Et2O
extraction centrifugation

KOH

pH adjusted

conc. HCl
（abt. pH=2）
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[a] Fuwa. H. , Ishigai, K., Hashizume, K. and Sasaki, M. : J. Am. Chem. Soc, 134, 11984 （2012）.
[b] Sofi yev, V., Navarro, G. and Trauner, D. : Org. Lett., 10, 149 （2008）.

［参考文献］

反応例［a］,［b］

■ 特 長
・ 求核性の高いヒドリド反応剤です。
・ハロゲンやトシル基などの脱離基に対して、ヒドリド置換反応が進行します。
・別名 Super-Hydride®

水素化トリエチルホウ素リチウム

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

120-05631 トリエチルヒドロほう酸リチウム・テトラヒドロフラン溶液 有機合成用 100mL 20,900Ref 危

LiBHEt3

Yield：quant.

反 応 精 製

tosylate
LiBHEt3
THF

0 ℃,1 h rt, 2 h

EtOAc

extraction

brine

wash

Na2SO4

dry

column

purifi cation

H2O

quenching
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[a] Corey, E. J., Bakshi, R. K. and Shibata, S. : J. Am. Chem. Soc., 109, 5551（1987）.
[b] Corey, E. J., Bakshi, R. K., Shibata, S., Chen, C. P. and Singh, V. K. : J. Am. Chem. Soc., 109, 7925（1987）.
[c] Debnar, T., Wang, T. and Menche, D. : Org. Lett., 15, 2774 （2013）.

［参考文献］

反応例［c］

■ 特 長
・ 環状、鎖状のケトンに対して、高いエナンチオ選択性でアルコールが得られます。
・低温、短時間で反応が進行します。

ボラン還元『Corey-Bakshi-Shibata還元』［a］,［b］

Yield : 97%
（d. r. = 6 : 1）

反 応 精 製

ketone
(R)‐metyl‐CBS oxazaborolidine
CH2Cl2

rt, under Ar

catecholborane

- 60 ℃,3 h In vacuo

column

purifi cation

MeOH

quenching

d. r.

B5_sogai0318進行中.indd 27 2015/03/18 10:46

コードNo. 品　名 メーカー 容　量 希望納入価格（円）

575-40461 (R)-テトラヒドロ-1-メチル-3,3-ジフェニル-1H,3H-
ピロ〡ル[1,2-c][1,3,2]オキサザボロ〡ル, 0.9-1.1Mトルエン溶液 10mL 49,600

575-40581 (S)-テトラヒドロ-1-メチル-3,3-ジフェニル-1H,3H-
ピロ〡ル[1,2-c][1,3,2]オキサザボロ〡ル, 0.9-1.1M トルエン溶液   

Strem 
Chemicals, Inc.

Strem 
Chemicals, Inc. 10mL 49,600

危

危
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コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

120-01091

水素化リチウムアルミニウム ー

5g 14,000

128-01092 25g 22,000

126-01093 100g 52,700

122-01095 500g 125,000

危

[a] Brown, H. C. and Krishnamurthy, S. : Tetrahedron, 35, 567 （1979）.
[b] Paterson, I., Ng, K. K. M., Williams, S., Millican, D. C. and Dalby, S. M. : Angew. Chem. Int. Ed., 53, 2692（2014）.
[c] Radtke, L., Willot, M., Sun, H., Ziegler, S., Sauerland, S., Strohmann, C., Frohlich, R., Habenberger, P., Waldmann,
H. and Christmann, M. : Angew. Chem. Int. Ed., 50, 3998 （2011）.

［参考文献］

反応例［b］,［c］

■ 特 長
・ 強力な還元剤で、通常、アルデヒド、ケトン、アミド、エステルを還元すること
が可能です。
・ 塩化アルミニウムとLAHを適切な量比で混合させることで、アラン(AlH3)

[a]

を反応系中で生成します。これは強いルイス酸性を有した還元剤として使用で
きます。

水素化アルミニウムリチウム（LAH）

水素化アルミニウム試薬

LiAlH4

Yield：98% （crude）

反 応 精 製

ketone
LiAlH4
Et2O

-78 ℃ 30 min

Et2O

extraction

Na2SO4

dry

acetone
NH4Cl aq.

quenching
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コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

049-25991 1.0mol/L水素化ジイソブチルアルミニウム・ヘキサン溶液 化学用 100mL 7,500

045-25971 1.5mol/L 水素化ジイソブチルアルミニウム・トルエン溶液 化学用 100mL 10,000

[a] Vargo, T. R., Hale, J. S. and Nelson, S. G. : Angew. Chem. Int. Ed., 49, 8678 （2010）.
[b] Iwasaki, K., Kanno, R., Morimoto, T., Yamashita, T., Yokoshima, S. and Fukuyama, T.: Angew. Chem. Int. Ed., 51,
9160 （2012）.

［参考文献］

反応例［a］,［b］

■ 特 長
・ LiAlH4と同程度の還元力を有します。
・  エステルに対して、低温にて1等量のDIBALを反応させることで、アルデヒ
ドが得られます。

水素化ジイソブチルアルミニウム（DIBAL）

Ref 危

Ref 危

next step

反 応 精 製

ester
CH2Cl2

-78 ℃

DIBAL

dropwise
over10 min

EtOAc

extraction

sat. Na2CO3 aq.
/brine （1:1）

washing

Na2SO4

drying

MeOH
dropwise

-78 ℃, 45 min

EtOAc
1 M HCl

B5_sogai0318進行中.indd 29 2015/03/18 10:46
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コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

194-08012 水素化ビス（2-メトキシエトキシ）アルミニウムナトリウム・
トルエン溶液（約70%） ー

25g 2,830

198-08015 500g 15,300
危

[a] Gentric, L., Hanna, I. and Ricard, L. : Org. Lett., 5, 1139 （2003）.
[b] Zhang, Z. and Antilla, J. C. : Angew. Chem. Int. Ed., 51, 11778 （2012）.

［参考文献］

反応例［a］,［b］

■ 特 長
・ ニトリルやイミンなどをアミンへ還元できます。
・熱に安定な還元剤です。
・別名 Red-Al®

水素化ビス（2-メトキシエトキシ）アルミニウムナトリウム

Yield : 97%

反 応 精 製

propargylic alcohol
sodium bis（2-methoxyethoxy）
aluminium hydride
THF, ‐20 ℃

Et2O

extraction

brine

wash

MgSO4

dry

column

purifi cationrefl ux, 24 h

water

0 ℃

B5_sogai0318進行中.indd 30 2015/03/18 10:46
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その他

Schwartz試薬（Cp2ZrHCl）

Birch 還元

Clemmensen 還元

ジイミド還元

B5_sogai0318進行中.indd 31 2015/03/18 10:46
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[a] Louvel, J., ChemLa, F., Demont, E., Ferreira, F. and Perez‐Luna, A. : Org. Lett., 13, 6452 （2011）.
[b] Smith, A. B. III, Fox, R. J. and Vanecko, J. A. : Org. Lett., 7, 3099 （2005）.
[c] Hart, D. W. and Schwarts, J. : J. Am. Chem. Soc., 96, 8115 （1974）.

［参考文献］

反応例［a］,［b］

■ 特 長
・ アルケンやアルキンに対して、ヒドロメタル化が進行します。
・ ヒドロメタル化時に、ヨウ素などのハロゲンを加えることで、ハロゲン置換体
が得られます。

Schwartz試薬（Cp2ZrHCl）

その他

Yield : 96%

反 応 精 製

alkyne
Schwartz’s reagent
THF

0 ℃, 30 min

EtOAc

extraction

sat. NaHCO3 aq.
water
brine

wash

MgSO4

dry
rt, 30 min

1 M HCl

quant

コードNo. 品　名 容　量 希望納入価格（円）

40-1040 1g 16,000

50,000
156,600

危

メーカー

【【Schwartz's Reagent】 Strem Chemicals, Inc.440-1040

40-1040

5g

25g
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[a] Zeng, C., Zheng, C., Zhao, J. and Zhao, G. : Org. Lett., 15, 5846 (2013).
[b] Konda, S., Kurva, B., Nagarapu, L. and Dattatray, A., M. : Tetrahedron Lett., 56, 834 (2015).

［参考文献］

反応例［a］,［b］

■ 特 長
・ 液体アンモニアとリチウムを低温条件にて還元反応を行います。
・ベンゼン環の還元、オレフィンの還元反応のほか、ベンジル基の脱保護にも用いられます。

Birch 還元

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

127-06001 リチウム、粒状 ー 10g 12,700危

next reaction

反 応 精 製

NH3 (liq.)

‐78 ℃

Solid NH4Cl

slowly added

water

diluted

MgSO4

dry

olefin in THF

30 min.

Lithium (pieces)

20 min.

EtOAc

extraction
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[a] Das S., et al. : Tetrahedron, 64, 8642 (2008).
[b] Amamura S., Ueda S., Hirata Y. : Chem. Commun., 1049 (1967).
[c] Xu S., Toyama T., Nakamura J. and Arimoto H. : Tetrahedron Lett., 51, 4534 (2010).

［参考文献］

反応例［a］

■ 特 長
カルボニル基をメチレンへと変換します。[a] 亜鉛-水銀を用いる方法がよく知られていますが、水銀フ
リー、0℃という従来よりもマイルドな方法も報告されています(山村法)。[b]近年はOne-pot反応でオ
レフィンのオゾン分解-メチレン化を行う系も報告されています。[c]

Clemmensen 還元

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

261-02031
亜鉛、粉末（平均粒径6～9μm） 有機合成用

100g 3,400

263-02035 500g 8,050

Yield: 76%

反 応 精 製

ketone (S.M.)
Zn‐Hg, H2O
conc. HCl
benzene refl ux 16 h

solid mass
alcohol/water

recrystalization

benzene

extraction

water

wash

Na2SO4

dry
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[a] Imada, Y., Iida, H., Kitagawa, T. and Naota, T. : Chem. Eur. J., 17, 5908 (2011).

［参考文献］

反応例［a］

■ 特 長
ジイミド還元は系中で発生させたジイミドでアルキンあるいはアルケンを還元す
る反応です。近年ヒドラジンと触媒量のフラビン誘導体を酸素中で反応させてジ
イミドを生成し、オレフィンをアルカンへ変換する方法が報告されています。

ジイミド還元

Yield: 86%

反 応 精 製

olefi n (S.M.)
fl avin cat.
hydrazine
CH3CN
O2, rt

brine

wash

Na2SO4

dry

pentane

extraction

コードNo. 品　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

081-00893

ヒドラジン一水和物 和光特級

25mL 1,950

085-00891 100mL 2,500

085-00896 500mL 2,800

劇 -Ⅲ危
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